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平
成
29
年
５
月
28
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

坪つ
ぼ

井い

重し
げ

憲の
り

さ
ん（
𦙾
永
）
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
さ
れ
、
富
田
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坪
井
さ
ん
は
、
平
成
11
年
10
月
か
ら
平
成

29
年
５
月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
揖
斐
川
町

議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
平
成
17
年
３

月
か
ら
１
年
間
を
副
議
長
と
し
て
、
更
に
は

平
成
21
年
３
月
か
ら
１
年
間
を
議
長
と
し
て
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
養
老
鉄
道
存
続
特
別
委
員
会
委
員

長
を
務
め
、
地
域
公
共
交
通
の
存
続
等
に
つ

い
て
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙

勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多
大
な
功

績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

７
月
13
日（
木
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
小
学

生
県
外
研
修
派
遣
事
業
の
認
定
証
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
に
参
加
す
る
児
童
は
、
町

内
小
学
生
20
人
で
、
研
修
先
は
、
友
好
都
市

提
携
を
結
ん
で
い
る
北
海
道
芽め

む

ろ室
町
と
地
域

に
開
か
れ
た
ダ
ム
全
国
連
絡
協
議
会
な
ど
で

交
流
を
深
め
て
い
る
高
知
県
宿す

く

も毛
市
で
す
。

児
童
ら
は
、
北
海
道
の
大
規
模
農
業
や
高

知
県
の
漁
業
な
ど
を
体
験
し
て
、
現
地
の

人
々
と
交
流
し
見
聞
を
深
め
ま
す
。

派
遣
団
の
児
童
は
、「
体
験
で
知
っ
た
い
い

と
こ
ろ
を
揖
斐
川
町
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

「
揖
斐
川
町
の
よ
さ
を
色
ん
な
人
に
伝
え
た

い
」
と
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

派
遣
団
は
、８
月
18
日（
金
）か
ら
22
日（
火
）

の
日
程
で
研
修
を
行
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
北
海
道
芽
室
町
の
小
学
生
12
人
が
、

７
月
25
日（
火
）
か
ら
７
月
27
日（
木
）
に

か
け
て
町
を
訪
れ
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

26
日（
水
）
に
は
、
春
日
貝
原
棚
田
で
草

木
染
め
を
体
験
し
た
り
、
上
ヶ
流
茶
畑
を

見
学
す
る
な
ど
し
て
揖
斐
川
町
の
文
化
や

自
然
に
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
27
日（
木
）
に
は
、
小
島
小
学
校

を
訪
れ
、
お
互
い
の
町
や
学
校
の
特
色
を

発
表
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
か
に
も
桂
茶
販
売
所
で
お
い

し
い
お
茶
の
入
れ
方
を
学
ぶ
な
ど
、
揖
斐

川
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
児
童
か
ら
は「
川
や
山
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」「
芽
室
と
比
べ
て
蒸
し
暑
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
、
平

成
24
年
度
か
ら「
清
流
の

国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」
を

活
用
し
た「
い
び
が
わ
キ
ッ
ズ
探

検
隊
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
町
内
小
中

学
校
の
野
外
学
習
活
動
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

６
月
15
日（
木
）
か
ら
16
日（
金
）

に
、
揖
斐
川
中
学
校
の
１
年
生

１
２
７
人
が
、
ふ
じ
は
し
星
の
家
に
宿
泊
し
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て

川
や
森
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
り
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
カ
レ
ー
作
り
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
体

験
活
動
を
通
し
て
、
自
然
の
恵
み
と
仲
間
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
受
章

▲叙勲の伝達が行われました

▲芽室町派遣団の皆さん

▲認定証を受けとる児童

小
学
生
県
外
研
修
派
遣
認
定
式

北
海
道
芽
室
町
の
児
童
が

揖
斐
川
町
へ

町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
学
ぶ

▲横山ダムと生活とのかかわりを学ぶ
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７
月
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」
に
併
せ
て
、
７
月
３
日（
月
）、
い
び
プ

ラ
ザ
前
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
、
バ
ロ
ー
揖

斐
川
店
前
の
３
か
所
で
街
頭
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
揖
斐
川

Ｂ
Ｂ
Ｓ
、
青
少
年
育
成
推
進
員
、
県
立
揖
斐

高
等
学
校
の
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
、
揖
斐
川
中

学
校
と
北
和
中
学
校
の
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ

の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、
啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

私
た
ち
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
地
域
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

７
月
10
日（
月
）
か
ら
７
月
12
日（
水
）
ま

で
町
内
７
つ
の
小
学
５
年
生
児
童
を
対
象
に

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
仲
間
と
協
力
し
助
け
合
う

こ
と
や
、
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
公
益
財
団
法

人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
講
師
の
派
遣
を

受
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

11
日（
火
）
は
、
大
和
小
学
校
で
大
和
小
学

校
と
清
水
小
学
校
の
５
年
生
児
童
あ
わ
せ
て

33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
講
師
は
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
マ
ッ
ク
鈴
木
さ
ん
が
務
め

前
半
は
、
体
育
館
で
の「
鬼
ご
っ
こ
」
を
行
い
、

後
半
は
鈴
木
さ
ん
の
体
験
談
を
聞
き
な
が
ら

自
分
た
ち
の
夢
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、「
学
校
で
勉
強
や
運
動
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
と
同
時
に
、
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
努
力
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

８
月
３
日（
木
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
河
川

環
境
美
化
看
板
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
の
部
、
最
優
秀
賞
三み

宅や
け

の
り
か
さ
ん（
谷

汲
小
学
校
５
年
）、優
秀
賞
岡お

か

部べ

煌こ
う

世せ
い

さ
ん（
谷

汲
小
学
校
５
年
）・
瀧た

き

本も
と

琉る

愛な

さ
ん（
西
濃
学

園
中
学
校
３
年
）、　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
部
、

最
優
秀
賞
渡わ

た

邊な
べ

椋り

音お
ん

さ
ん（
大
和
小
学
校
４

年
）、
優
秀
賞
仲な

か

井い

リ
コ
さ
ん（
大
和
小
学
校

６
年
）・
谷た

に

口ぐ
ち

琴こ
と

音ね

さ
ん（
揖
斐
川
中
学
校
１

年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昨
年
の
揖
斐
川
町

中
学
生
議
会
で
の
中
学
生
か
ら
の
提
案
で
、

今
年
度
実
施
さ
れ
、
入
賞
作
品
に
よ
り
３
種

類
の
看
板
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
下
流
の

人
た
ち
や
未
来
の
人
た
ち
へ
き
れ
い
な
川
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
思
い
を
込
め
て
作
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

７
月
26
日（
水
）、
三
重
県
消
防
学
校
で
第

46
回
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
本
部
の
職
員
が
日
夜

研
鑽さ

ん

・
練
磨
し
た
救
助
技
術
を
披
露
す
る
こ

の
大
会
に
は
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

の
ほ
か
、
東
海
３
県
の
消
防
本
部
の
精
鋭
が

参
加
し
、
陸
上
の
部
・
水
上
の
部
の
各
種
目

の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
陸
上
の
部
》

・
障
害
突
破（
東
海
地
区
）　　

優
勝

・
ほ
ふ
く
救
出（
岐
阜
県
）　

準
優
勝

・
は
し
ご
登
は
ん（
岐
阜
県
）　

優
勝

な
お
、
障
害
突
破
は
東
海
地
区
代
表
と
し

て
、は
し
ご
登
は
ん
は
岐
阜
県
代
表
と
し
て
、

８
月
23
日（
水
）、
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

▲夢先生を務めたマック鈴木さん（写真右）

▲揖斐郡消防組合の皆さん

▲完成した看板を持つ子どもたち

▲いびプラザ前で呼び掛け

夢
の
教
室
夢
先
生

河
川
環
境
美
化
看
板
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導
会

揖
斐
郡
消
防
組
合
が
優
勝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

街
頭
啓
発
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７
月
22
日（
土
）、
遊
ら
ん
ど
坂
内
内
特
設

会
場
で
、
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
約
１
２
０
０
年
前
か
ら

伝
わ
る
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
再
現
す
る
創
作
音

楽
劇
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
長
浜
市
交
流
ス
テ
ー
ジ
や「
鼓
國

雷
響
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行

わ
れ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

夜
叉
ヶ
池
伝
説
は
、
美
濃
の
国
神
戸（
現

在
の
神
戸
町
）
の
郡
司
が
、
恵
み
の
雨
の
返

礼
に
娘
を
夜
叉
ヶ
池
に
す
む
龍
神
に
嫁
が
せ

た
と
い
う
物
語
で
す
。
地
元
の
人
た
ち
が
出

演
す
る
創
作
音
楽
劇「
夜
叉
ヶ
池
物
語
」
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
で
は
全
長
21
メ
ー

ト
ル
の
龍
神
が
現
れ
、
夏
の
夜
に
幻
想
的
な

伝
説
が
蘇
り
ま
し
た
。

７
月
22
日（
土
）
と
23
日（
日
）
の
２
日
間
、

夜
叉
ヶ
池
伝
説
に
な
ぞ
ら
え
て
、
夜
叉
姫
ゆ

か
り
の
神
戸
町
か
ら
坂
内
の
夜
叉
ヶ
池
ま
で

を
往
復
す
る「
夜
叉
ヶ
池
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
延
長
が
１
３
５
㎞
と
い
う
過
酷
を
極

め
た
こ
の
大
会
に
は
、
今
年
も
全
国
か
ら
多

数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

初
日
の
23
日
は
、
神
戸
町
役
場
を
ス
タ
ー

ト
し
て
揖
斐
川
沿
線
を
走
り
、
坂
内
の
道
中

ま
つ
り
の
会
場
を
目
指
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
早
朝
に
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

を
出
発
し
て
夜
叉
ヶ
池
ま
で
の
山
道
を
駆
け

登
り
、
折
り
返
し
て
神
戸
町
役
場
を
目
指
し

ま
し
た
。

初
日
ゴ
ー
ル
の
道
中
ま
つ
り
の
会
場
で
は
、

祭
り
に
訪
れ
た
人
々
が
、
会
場
内
に
入
っ
て

く
る
参
加
者
を
温
か
い
拍
手
で
迎
え
ま
し
た
。

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

８
月
６
日（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
は
、
朝
か
ら
商
工
会
各
支
部
に

よ
る
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
屋
台
が
連
な
る「
屋
台

村
」
は
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
の
最
後
と
な
る
、「
あ
り
が
と
う
花
火

大
会
」
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
願
い
や
感
謝

が
こ
め
ら
れ
た
約
６
５
０
０
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
花
火
の
打
ち
上
げ
に
あ
わ
せ
て

読
み
上
げ
ら
れ
、
こ
の
日
会
場
に
訪
れ
た
約

３
５
０
０
０
人
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲龍神と夜叉姫

▲多くの人で賑わう屋台村

▲祭り会場を駆け抜ける参加者ら

▲夜空を彩る打ち上げ花火

夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク

い
び
が
わ
の
祭
り
　
～
夜
空
に
咲
く
あ
り
が
と
う
の
花
～
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